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ダイオキシン類一日摂取量の試算に用いた諸元

（１）各数値根拠

①内海魚及び外海魚平均濃度

　平成１０～１２年度ダイオキシン類の食品経由総摂取量調査研究報告におけ

る野菜、魚介等個別食品中ダイオキシン類濃度等に関する調査研究報告に示さ

れた個別食品毎の濃度結果から計算し、内海魚平均２．０pg-TEQ/g、外海魚平

均１．２pg-TEQ/g とした。この場合、摂取重量割合を勘案した平均値は１．４

pg-TEQ/g となる。なお、平成１０～１２年度ダイオキシン類の食品経由総摂取

量調査研究報告によれば、魚介類からの摂取量は７１pg-TEQ/day であり、単純

に魚介類一日摂取重量の３カ年平均値でこの数値を除すと、０．７４pg-TEQ/g

となる。

②内海魚と外海魚の摂取重量割合

　内海魚４分の１、外海魚４分の３とした。

③１日魚介類平均摂取量

　平成９～１１年国民栄養調査結果から、平均９６ｇとした。

④体重

　５０ｋｇとした。

⑤魚介類からのダイオキシン類の摂取割合

　平成１２年度ダイオキシン類の食品経由総摂取量調査研究報告から、７６％

とした。

（２）計算式

（２．０（pg-TEQ/g）×　７．８／９．６　　×　０．２５

　（内海魚平均濃度）（対策前後の底質平均値比）（４分の１）

　＋１．２（pg-TEQ/g）　×　０．７５）

（外海魚平均濃度）（４分の３）

　×　０．７４／（２．０×０．２５＋１．２×０．７５）

（摂取量から計算した平均値と、個別食品調査結果の内海魚・外海魚平均値を

もとに摂食重量割合を勘案して算出した平均値との比）

　×　９６（ｇ）（魚介類摂取量）

　÷　５０（ｋｇ）（体重）

　÷　０．７６（魚介類からの摂取割合　７６％）

　　＝１．７（pg-TEQ/kg/day）


